
第３回３×３日本選手権視察報告書 

 

第３回３×３日本選手権大会の視察をいたしましたので、下記の通り報告します。 

 

記 

 

日  時 平成２９年３月２４日（金）～２６日（日） 

 

場  所 大田区総合体育館（〒144－0031 東京都大田区東蒲田１丁目１１番１号） 

      

競技種別 Ｕ１８・ＯＰＥＮカテゴリー男女 

 

競技内容 ４～６チームによる予選を行い、上位チームによる決勝トーナメントを行う。３位決定戦は行わない。 

 

そ の 他 鳥取県の代表として、Ｕ１８男子『PurpleKnights』、ＯＰＥＮ男子『MAD BALLER』 

ＯＰＥＮ女子『pampo』が出場しました。 

 

 

鳥取県代表チーム結果 

 

◆『PurpleKnights』 Ｕ１８男子（ＰＯＯＬ Ｆ） 

 

 ２勝１敗 予選リーグ２位  決勝トーナメント出場！！ 

 

 

 

   

   初戦突破、初出場ベスト８！！ 

 



      

 

   

 

◆ 『MAD BALLER』 ＯＰＥＮ男子（ＰＯＯＬ Ｅ） 

   

０勝３敗 予選リーグ４位  予選敗退 

  

     

 

     

 

 

 

 

 



◆『pampo』 ＯＰＥＮ女子（ＰＯＯＬ Ｈ） 

 

 ２勝１敗 予選リーグ１位  決勝トーナメント進出！！ 

 

 

   初戦突破、３回目の出場でベスト８！！ 

 

    

 

   

 

（松本ちひろさんは、３月２６日に行われたシューティングコンテストで２位でした！） 

 

 



大会の様子 

     

 

視察の感想 

鳥取県の代表チームＵ１８男子の『PurpleKnights』は、予選リーグを２位で通過し、決勝トーナメントへ出場

しました。決勝トーナメント１回戦は果敢に攻め圧勝！キレキレのドライブや最後まであきらめないルーズボール

は観客を魅了させてくれました。２回戦は２日間の戦いの疲れがでたのか、シュートがなかなか入りませんでした

が最後まで戦い抜きました。残念な結果でしたが本当によく頑張りました。しかもベスト８という結果まで残して

くれました。 

ＯＰＥＮ男子の『MAD BALLER』は、前日まで体調不良の選手が２名と良いコンディションではありませんで

した。残念ながら３連敗で予選敗退でしたが、身長の高い相手選手にも臆することなく挑んでいました。３×３は

選手４人までエントリー可能ですが、３人のエントリーは交代選手がいないため戦術や体力面でも辛かったように

感じました。また、初出場のためかボールの感触（ボールサイズは６号ですが重さは７号）に戸惑っていたようで

す。来年度は全国大会出場チームに３×３専用ボールの貸与も検討していきたいと思います。 

ＯＰＥＮ女子の『pampo』は、鳥取県代表として３年連続出場です。予選リーグを１位で通過し、決勝トーナメ

ントへ出場しました。今年も２Ｐシュートがよく入っていました。決勝トーナメント１回戦は両チームどちらも譲

らぬ展開でハラハラドキドキしましたが、粘り勝ちしました。２回戦は、昨年度の優勝チーム『QUEEN BEE』と

の対戦でした。選手１人の欠場の影響もあり敗退しましたが、最後まで諦めずに立ち向かっていました。そしてベ

スト８で昨年度よりも良い結果となりました。鳥取県代表の各チームのみなさん、本当にお疲れ様でした。 

今回鳥取県の３×３普及のために日本バスケットボール協会の３×３担当の堀恵美奈さん、大阪府バスケットボ

ール協会の理事でもあり大阪３×３バスケット連盟理事長の中埜成章さん、大阪３×３バスケット連盟ゼネラルマ

ネジャーの坂田昌之さんにお話を伺いました。日本バスケットボール協会としては３×３の大会日程を大幅に変更

するようです。平成２９年度は U１８の全国大会を１２月（ウィンターカップの１週間前）、OPEN の全国大会を

２０１９年６月に開催予定です。ここ近年３×３に力を入れている都道府県も増えているようですが、いろいろな

方々のご協力がないと３×３普及は難しいようです。大阪府も中埜さんを中心に普及活動し、今の状態（定期的な

大会開催、強化練習等）まで６年かかったそうです。U１８については、高体連、中体連への会議に出席し説明を

行っているそうです。ミニでは年に一度のイベントを恒例行事としている都道府県もあり、イベント会社、スポー

ツ店との連携で大会の開催・運営をしているようです。そして中埜さんより３×３普及のためにご協力をしてくれ

と力強いお言葉も頂戴いたしました。 

 今後も引き続き県協会全体としての取り組を考えていき、鳥取県のバスケットボールプレイヤーの底辺拡大、競

技人口の増加につながり、鳥取県バスケットボールの普及・発展・強化に貢献できるような大会の運営をしていき

たいと思います。 

  （文責：一般社団法人鳥取県バスケットボール協会 企画・普及委員長 青山太郎） 

以上 


